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村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

 　

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
最

大
要
因
と
指
摘
さ
れ
る
、
頻

発
化
・
激
甚
化
す
る
風
水
害

の
猛
威
は
、
全
国
各
地
に
及

ん
で
お
り
本
村
で
も
、
昨
年

の
台
風
14
号
被
害
や
令
和
２

年
豪
雨
災
害
な
ど
過
去
に
例

を
見
な
い
被
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　

被
災
の
度
に
、
山
村
地
域

特
有
の
被
害
の
甚
大
さ
を
痛

感
し
、
本
村
の
道
路
、
水
道
、

電
気
、
情
報
通
信
等
の
生
活

基
盤
の
脆
弱
さ
を
、
強
靭
な

施
設
へ
と
整
備
し
な
け
れ
ば

住
民
生
活
に
多
大
な
、
ご
不

便
を
強
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
気
象
変
動
を
踏
ま

え
た
集
落
維
持
機
能
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
含
む
、
総
合

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
村
づ

く
り
を
進
め
、
産
業
経
済
、

住
民
福
祉
の
維
持
向
上
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
は
全
国
で
第

８
波
の
様
相
と
な
り
、
増
加

傾
向
に
あ
る
熊
本
県
は
12
月

２
日
、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
を

警
戒
強
化
が
必
要
と
さ
れ

る
「
レ
ベ
ル
２
」
と
発
表
し
、

人
吉
保
健
所
管
内
は
「
注
意

が
必
要
な
地
域
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
も
わ
ず
か
に
確

認
さ
れ
、
今
後
同
時
流
行
も

懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
で
も
５
回
目
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
を
実

施
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
に
努
め
て
お

り
ま
す
が
、
一
人
一
人
の
手

洗
い
や
、
マ
ス
ク
の
着
用
等

の
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策

の
徹
底
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
各
位
の
ご
協
力
を

今
後
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

９
月
27
日
に
初
め
て
開
催
さ

れ
た
、
五
木
中
学
校
の
生
徒

10
名
に
よ
る
「
子
ど
も
議
会
」

は
、
将
来
の
五
木
村
を
担
う

若
者
の
視
点
で
多
種
多
様
な

質
問
と
貴
重
な
提
案
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

　

生
徒
た
ち
の
故
郷
を
思
う

気
持
ち
が
議
場
内
に
満
ち
溢

れ
た
、
堂
々
と
し
て
素
晴
ら

し
い
「
子
ど
も
議
会
」
に
、

生
徒
た
ち
は
も
と
よ
り
、
関

係
各
位
の
ご
尽
力
に
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
夢
と
希
望
が
持
て

る
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

６
月
20
日
よ
り
村
内
の
各

行
政
区
を
座
談
会
形
式
で
訪

問
し
、
地
区
の
課
題
や
村
政

全
般
に
か
か
わ
る
貴
重
な
ご

意
見
を
賜
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
取
り
組
め
る
課
題
に

つ
い
て
は
早
急
に
対
処
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
協
議
が

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
随

時
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
区
長
の
皆

様
に
は
日
程
調
整
や
諸
連
絡

な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
取
り
ま
と
め

た
ご
意
見
は
集
約
し
、
今
後

の
五
木
村
振
興
に
反
映
し
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

や
頻
発
す
る
災
害
の
影
響
で

大
変
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

雇
用
の
維
持
、
産
業
振
興
に

ご
尽
力
頂
い
て
い
る
、
各
種

団
体
、
産
業
界
の
皆
様
と
現

在
の
苦
境
を
乗
り
越
え
な
が

ら
、
経
営
の
持
続
化
や
人
材

の
確
保
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。　

　

特
に
将
来
の
産
業
界
を
担

う
村
内
の
若
手
経
営
者
の

方
々
と
も
意
見
交
換
会
を
昨

年
末
に
行
い
、
雇
用
を
含
む

将
来
の
展
望
や
施
設
設
備
の

拡
充
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
対
応
し
な
が
ら
、
村
全
体

の
各
種
産
業
の
活
力
が
生
ま

れ
る
よ
う
な
対
策
と
官
民
協

新
年 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



同
で
課
題
に
向
き
合
う
場
の

設
置
も
必
要
と
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
６
月
５
日

に
熊
本
県
蒲
島
知
事
が
来
村

さ
れ
、
新
た
な
流
水
型
ダ
ム

を
含
む
緑
の
流
域
治
水
に
か

か
わ
る
「
新
た
な
五
木
村
振

興
計
画
の
方
向
性
（
案
）」

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

８
月
に
は
今
後
お
お
む
ね
30

年
間
の
具
体
的
な
河
川
整
備

内
容
を
記
載
し
た
「
球
磨
川

水
系
河
川
整
備
計
画
」
が
公

表
さ
れ
、
本
村
に
か
か
わ
る

流
水
型
ダ
ム
を
含
む
国
管
理

区
間
と
村
内
の
防
災
や
安

全
・
安
心
の
確
保
に
大
変
重

要
な
県
管
理
区
間
の
整
備
内

容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
県
管
理
区
間
の
竹

の
川
か
ら
上
流
部
の
三
浦
地

域
と
宮
園
地
域
間
に
つ
い
て

は
河
川
測
量
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
現
在
、
測
量
が
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
測
量
結
果
に
基
づ

く
河
川
整
備
の
全
容
と
事
業

行
程
の
説
明
を
県
に
求
め
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
流
水
型
ダ
ム
に
か

か
わ
る
環
境
影
響
評
価
に
つ

い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
方

法
レ
ポ
ー
ト
の
公
表
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

村
内
の
水
没
予
定
地
内
の

河
川
環
境
変
化
に
つ
い
て
は
、

環
境
影
響
評
価
方
法
レ
ポ
ー

ト
に
基
づ
い
て
調
査
検
討
さ

れ
、
対
策
等
も
含
め
て
今
後
、

村
に
対
し
て
説
明
が
行
わ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
河
川
環
境
の
保
全
は
五

木
村
振
興
の
要
で
あ
り
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
県
と
村
、
共
同

で
策
定
し
て
き
た
「
ふ
る
さ

と
五
木
村
づ
く
り
計
画
」
も

令
和
５
年
で
最
終
年
の
15
年

目
を
迎
え
ま
す
。　

　

村
振
興
は
道
半
ば
と
捉
え
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
現
状
に
歯
止
め
を
掛
け

る
た
め
の
新
た
な
振
興
計
画

の
策
定
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
国
、
県
、
村
の
新

た
な
３
者
協
議
の
場
の
設
置

を
含
め
、
国
、
県
に
対
し
て

村
振
興
へ
の
強
力
な
支
援
を

求
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
村
づ
く
り
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
子
ど
も
に
夢
を
・

若
者
に
力
を
・
高
齢
者
に
笑

顔
を
」
を
目
指
し
、
小
さ
い

村
だ
か
ら
で
き
る
政
策
と
持

続
可
能
な
村
と
な
る
よ
う
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
輝
か
し
い
新
春

と
穏
や
か
な
地
域
の
安
泰
を

願
い
、
村
民
一
同
、
明
る
い

希
望
の
持
て
る
一
年
と
な
り

ま
す
様
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

五
木
村
長 

木
下
丈
二



二
〇
二
二
年

五
木
村 

五
大
ニ
ュ
ー
ス

二
〇
二
二
年「
広
報
い
つ
き
」で
は
様
々
な
出
来
事
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
選
ん
だ
五
木
村
五
大
ニ
ュ
ー
ス

を
紹
介
し
ま
す
。

め
、情
報
発
信
・
観
光
施
設
管
理
・

農
林
産
物
へ
の
支
援
・
交
通
手
段
・

学
習
支
援
な
ど
幅
広
く
持
続
可
能

な
む
ら
づ
く
り
に
向
け
て
の
質
問

が
な
さ
れ
ま
し
た
。中
学
生
議
員

か
ら
の
参
考
と
な
る
意
見
や
ア
イ

デ
ィ
ア
な
ど
、今
後
の
村
の
振
興
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

村
内
の
河
川
整
備
計
画

が
策
定
さ
れ
る

　

国
と
県
は
、８
月
に
概
ね
30
年
間

の
具
体
的
な
河
川
整
備
な
ど
を
記

載
し
た
球
磨
川
水
系
河
川
整
備
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

村
内
で
も
４
月
10
日
に
住
民
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。木
下
村

長
は
、国
、県
に
対
し
、「
五
木
村
は

半
世
紀
に
わ
た
り
ダ
ム
問
題
に
翻

弄
さ
れ
続
け
て
い
る
。村
は
大
き
く

衰
退
し
、人
口
も
５
分
の
１
以
下
に

減
少
し
た
結
果
、村
単
独
で
の
振
興

は
非
常
に
困
難
。こ
れ
ま
で
の
歴
史

と
責
任
を
踏
ま
え
、村
民
に
寄
り

添
い
、村
民
が
五
木
村
で
こ
れ
か
ら

先
も
豊
か
に
、安
心
し
て
末
永
く
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、一
日
も
早
く

国
と
県
は
一
体
と
な
っ
て
地
域
に
根

差
し
た
振
興
に
最
大
限
取
組
む
こ

と
」、「
村
民
の
間
で
河
川
整
備
に

伴
う
環
境
の
悪
化
な
ど
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
。事
業
着
手
ま
で
に
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
対
応

を
十
分
に
検
討
し
、村
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
及
び
合
意
形
成
を
図

り
、将
来
に
わ
た
り
、村
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
確
保
で
き

る
よ
う
最
大
限
努
め
る
こ
と
」な
ど

を
意
見
し
ま
し
た
。

　

現
在
、本
計
画
に
基
づ
く
川
辺

川
、梶
原
川（
宮
園
、三
浦
地
区
）の

河
川
測
量
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
五
木
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
２
０
５
０
」を
宣
言

　

村
は
、３
月
に
、２
０
５
０
年

（
令
和
32
年
）ま
で
に
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す「
五
木
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

２
０
５
０
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

本
村
の
水
資
源
や
森
林
資
源

な
ど
自
然
環
境
を
有
効
利
用
す
る

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
積
極

的
な
導
入
に
よ
り
、地
球
温
暖
化

防
止
に
村
と
し
て
も
取
り
組
む
と

と
も
に
、産
業
や
観
光
な
ど
の
雇
用

を
創
出
し
、地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、災
害
時
や

停
電
時
に
村
民
の
皆
様
に
電
力
を

安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
安
全

安
心
な
暮
ら
し
の
構
築
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

「
第
69
回
球
磨
一
周
市
町

村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会
」

躍
進
賞
が
授
与
さ
れ
る

　

令
和
３
年
12
月
19
日
に
第
69
回

球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝

大
会
が
開
催
さ
れ
、五
木
村
選
手

団
は
前
回
出
場
時
よ
り
２
つ
順

位
が
上
が
っ
た
こ
と
で
躍
進
賞

を
受
賞
し
ま
し
た（
結
果
は
19

チ
ー
ム
中
17
位
）。

　

選
手
は
、11
月
か
ら
本
格
的

に
練
習
を
始
め
、大
会
に
臨
み
、

当
日
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、沿

道
に
は
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん

が
応
援
に
来
ら
れ
、多
く
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
走
る
こ
と
が

で
き
、選
手
の
励
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、1
区
で
出
場
さ
れ
た

井
元
淳
選
手
は
本
大
会
で
出
場

回
数
が
20
回
を
数
え
、地
域
の

体
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

で
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
台
風
14
号

に
よ
る
甚
大
な
被
害

が
村
内
各
地
で
発
生

　

９
月
18
日
か
ら
暴
風
雨
を

伴
い
通
過
し
た
台
風
14
号
に
よ

り
、村
内
各
地
で
土
砂
崩
れ
や

道
路
崩
壊
が
発
生
し
、イ
ン
フ

ラ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。ま
た
河
川
の
越
流
に
よ
り

水
害
に
見
舞
わ
れ
た
地
区
も
あ

り
、消
防
団
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
被
災
者
支
援
活
動
も
行
わ

れ
ま
し
た
。　
　

　

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、税
の

学
習
で
は
有
意
義
な
税
の
活
用
な

ど
も
学
習
し
、将
来
の
主
権
者
と
し

て
、よ
り
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
、そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
一
般
質
問
と
し
て

村
執
行
部
を
質
し
ま
し
た
。村
執

行
部
か
ら
は
、木
下
村
長
、西
教
育

長
、各
課
長
が
出
席
し
、そ
れ
ぞ
れ

答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
問
で
は
、ダ
ム
問
題
を
は
じ

初
め
て
の「
中
学
生
議
会
」

が
開
催
さ
れ
る

　

９
月
27
日
に
五
木
中
学
校
３
年

生
10
名
が
参
集
し
、村
内
初
の「
中

学
生
議
会
」が
開
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むらのできごとむらのできごと

　11月６日に五木の秋祭りが開催され
ました。
　天候にも奇跡的に恵まれ、村内外から
約２５００人の方に来ていただきました。

南稜高校ポニー南稜高校ダンス

子守唄（保育園） 子守唄（小学校）

子守唄保存会（下村和子さん）

田口太鼓踊り

子守唄保存会（淀川つるよさん）

くまモン・いつきちゃん

祭りの全体風景

下谷太鼓踊り

プロジェクションマッピング

幽谷源平太鼓

子守唄（中学校）

芸能ショー

エイサー愛好会

高野棒踊り農林水産協議会クイズ大会

五木五木のの秋祭り秋祭り
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むらのできごとむらのできごと

在来作物（赤大根・くねぶ）まるごと体験ツアーを実施

五木村農林水産物協議会と五木村物産館出荷協議会との共同で実施

五木村くねぶ応援大使を任命しました
　五木村農林水産物協議会では、在来柑橘の「くねぶ」
の魅力を、県内外に発信されている野菜ソムリエ上級プ
ロの持田成子（モチダシゲコ）先生を、「五木村くねぶ応
援大使」として任命を行いました。
　広く県内外に「くねぶ」の魅力を紹介して、五木村のイ
メージアップを今後も図っていただきたいという想いか
ら、五木の秋祭りの場を借りて、持田先生を「五木村くね
ぶ応援大使」第１号として、今回就任をお願いしたもの
です。これからも、幻の柑橘「くねぶ」と共に持田先生の
更なるご活躍を期待しています。 任命証を手に取りほほ笑む持田先生（右）

　「くまもとふるさと野菜」に指定されている伝統野菜の「赤大根」。村の特産品として生産拡大を図っている
在来柑橘の幻のみかん「くねぶ」。どちらも在来品種のため、採算が合わず数名の生産者のみとなっています。
そこで、収穫体験や料理教室による体験型おもてなし事業を実施し、村民との交流や物産館購買意欲に繋げ
ることを目的として、体験ツアーが実施されました。

◎赤大根収穫体験
　１０月２９日に１３名が参加し、子別峠の犬童照男さんの畑を訪れ、赤大根の歴史などの説明を受けたあと収
穫体験を行いました。また、地元の方が準備した赤大根の酢の物など「よけまん（おもてなし）」が振る舞われま
した。次に、保健福祉総合センターに移動し、野菜ソムリエ上級プロの持田成子先生による料理教室が行われ、
赤大根を使った料理を作りました。

おもてなしで準備されたお弁当晴天のなか、収穫を行う参加者

きれいなくねぶ。うまく採れるかな？ 折立のくねぶ園で説明を聞く参加者

◎くねぶ収穫体験
　１１月１９日に１３名が参加し、岡本正さんが所有する折立のくねぶ園を訪れ、収穫体験を行いました。次
に、下平瀬地区の多目的施設に場所を移動し、出荷協議会で準備したくねぶのパウンドケーキなどが振る舞
われました。その後、保健福祉総合センターに移動し、持田成子先生（上記）による料理教室を開催し、くね
ぶを使った料理を作りました。

料理教室で完成した真鯛のリースサラダ

できあっがたチキンのくねぶ南蛮
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むらびとムービーナイト
令和４年度熊本県農産物加工品食品
コンクール表彰式がありました

　１０月２１日～２３日に岡山県真庭郡新庄村で開催されました。
　小さな村g7サミットは、日本の各地方の最小人口の自治体が集まり、小さな村独自の問題を７つの自
治体と共有して、各自治体を盛り上げようと各村のPRも兼ねて発足しました。
　新庄村の秋祭りに道の駅が五木村の特産品を出品し、たくさんの来客で大賑わいの１日となりました。
　再来年 ( 令和６年度 )は五木村で開催が予定されていますので、皆さんお楽しみに。

桃太郎ゆかりの地に７つの小さな村が集結
「第５回小さな村g7サミット in 新庄村」開催

　10月28日、伝承館において「むらびとムー
ビーナイト」が開催され、14 名の参加がありま
した。
　この催しは、コロナ禍でもできる村民同士の
新たな交流の場として映画の上映会を開催した
ものです。今回は「千と千尋の神隠し」を上映し
ました。
　参加者からは、「みんなで観ると楽しい、また
開催してほしい。」「何度も観たことがある作品
でも大きなスクリーンで観ると迫力がある。」な
どの感想が聞かれました。

　11月16日、熊本市にて令和4年度熊本県農産
物加工食品コンクールの表彰式があり、山之一(瀬
目地区)が出品した「にんにく農家がつくった 焼肉
のたれ」が最高賞の金賞及び県知事賞を受賞しま
した。受賞者代表挨拶では山之一の中村美華さ
んが「五木村は県で一番小さな村です。農業に不
向きと言われる中、夫婦でホワイト6片にんにくな
どの生産に取り組んでいます。私たちはまだ農産
加工品を始めたばかりですが、今回の受賞は何よ
り励みとなります。山間地だからこそできる農業と
農産加工品を頑張っていきたいと思います」とコメ
ントしました。
　今回受賞した「にんにく農家がつくった 焼肉の
たれ」は熊本県を代表して全国の「優良ふるさと食
品中央コンクール」に出品されます。

それぞれに楽しむ参加者

表彰を受けた中村夫妻（前列、左から２番目・３番目）

閉会セレモニー 新庄村秋祭りの様子
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むらのできごとむらのできごと

いつき保育園お遊戯会

球磨郡老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会

　１０月５日、錦町町民グラウンドにて球磨郡老人
クラブ連合会のグラウンドゴルフ大会が開催され
ました。五木村からは、4月に行われた五木村老
人クラブグラウンドゴルフ大会で1位・2位になら
れた銀杏老人クラブと鶴亀老人クラブが出場され
ました。この日は、お天気も良く10月とは思えな
い暖かい気候の中、広いグラウンドを使ったコース
をかけまわり健闘されました。ホールインワンを
出された方もいらっしゃいました。皆さんお疲れ
様でした。

プレー中の銀杏老人クラブの方々

いつき保育園ハロウィン

　10月31日、いつき保育園よりかわいらしい来
訪者がやって来ました。
　この日は、ハロウィンの日。園児たちは『お化
け？』や『魔女？』に変身して「お菓子をくれなきゃい
たずらするぞ！」とそれぞれにバックを抱えて五木
村役場にやって来ました。子どもたちは、村長から
お菓子をもらって嬉しそうにしていました。

ハロウィンのコスチュームで来庁

　12月3日、いつき保育園ホールにて、お遊戯会が行われました。はじめに、園児全員で昨年作成された園
歌を歌いました。ホールいっぱいのお客さんにびっくりしている様子でしたが、泣くこともなく歌っていました。
今年度の衣装は、『ＳＤＧｓ』で以前の物をリメイクして作られたようですが、そうとは思えないぐらいかわいら
しい衣装でした。
　大声で元気に歌う園児や素敵なドレスやカッコいい衣装をつけて決めポーズをする園児に会場からは歓声
と拍手が上がっていました。

みんなで五木の子守唄 ミュージカルスイミー
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　１０月２３日、秋晴れの日曜日に、北分館主催の
第１３回健康づくりグラウンドゴルフ大会が宮園グ
ラウンドで開催され大いに賑わいました。
　ホールインワンやニアピンが出ると山間には歓
声が響き渡り、ストレス発散で精神的にも健康に
なる良い一日を過ごされていました。成績は、優勝
が川口さん、準優勝は佐藤さん、３位は竹村さんで
した。

保育園へのみかんの贈呈

　11月8日、ＪＡ熊本果実連及び熊本県よりいつ
き保育園へ熊本産みかんやジューシージュースの
提供が行われました。この活動は、幼稚園や認定
こども園・保育園などに配られているもので『子ど
もたちに果物を見て・触れて・食べる機会を設け、
果物の知識・魅力を伝える活動』の一環で実施さ
れています。みかんの話の紙芝居も読んでもらい
嬉しそうな子どもたちでした。

みかんを受けとる園児左から竹村智さん、佐藤政美さん、川口ヨシエさん

五木村老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会 ワンダフルワンドッグフェスin五木

　１２月４日にワンダフルワンドッグフェスin五木が
開催されました。
　スポーツドッグパフォーマンスや愛犬のしつけ方教
室など多くのイベントが行われました。
　愛犬とのコミュニケーションがより深まり、飼い主
の方々のコミュニケーションも深まるイベントになり
ました。

Ｇゴルフで心も体も
リフレッシュ

愛犬のしつけ方教室

　１１月４日、五木源パーク大屋根広場周辺にて
五木村老人クラブ連合会ふれあいグラウンドゴル
フ大会が行われ、４６名の方が参加されました。
今回の大会は個人戦で行われました。熊本県健
康福祉部の方３名もメンバーの中に入って一緒に
プレーされました。秋らしい天候の中、力強くボー
ルを打つ音がこだましました。ホールインワンも出
て中には1人で何回も出す方もおられました。結
果は、1位・・田山チヨ子さん、2位・・木野辰喜さん、
3位・・竹村智さん、4位・・岩崎ケサエさん、5位・・
上村ミツヨさんでした。皆さんお疲れ様でした。

見事優勝された田山チヨ子さん！
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むらのできごとむらのできごと

　１０月２９日に第７２回球磨郡民体育祭ゴルフ競技
が熊本クラウンゴルフ俱楽部で行われ、五木村から出
場した１２名の選手たちは、独特の緊張感の中で懸命
にプレーしました。
　またゴルフ競技をもって第７２回球磨郡民体育祭は
全日程を終了しました。総合順位は下記のとおりです。
▼（全９町村）
１位　錦町
２位　あさぎり町
３位　多良木町
９位　五木村

第７２回
球磨郡民体育祭（ゴルフ競技）

『いきいき大学閉講』
～これからも活き活きと～

第７０回球磨一周市町村対抗
熊日駅伝大会 結団式

『中華料理教室閉講』
～更なる食の輪を広げる～

　１０月２１日に第７０回球磨一周市町村対抗熊日駅
伝大会結団式が五木中学校グラウンドで開催されま
した。
　式中では出場選手の紹介、西教育長及び岡本議長
から激励の挨拶などが行われました。第７０回目と
なる今大会は12月１８日（日）に岩野小学校前分岐
点（水上村）をスタート・岩野小学校グラウンド（水上
村）をゴールとして行われます。

　１０月２７日に生涯学習講座（中華料理）を閉講
しました。
　本教室も計１０回開催しましたが、講師の中村
美華さんのご指導の下、受講生の皆さんは熱心に
メモを取り、そして楽しく取り組んでおられました。
　最後に月餅を作り、これまでの料理等、思い出話
を語りながら、とても有意義な料理教室で幕を閉
じることができました。
　今後は、スマホ学習講座を開催する予定です。

　１１月１８日に開催しました、第５回学習会を
もって今年度のいきいき大学が閉講しました。
　全５回の開催でありましたが、受講生の皆さん
は、毎回元気に楽しく受講されており、とても充
実した学習会を実施することができ、「とても楽し
かった」「また来年も会いましょう」とお声もいただ
きました。
　来年度もより充実した学習会を計画していき
ます。

笑顔あふれる中華料理教室 「毎日牛乳」を習慣づけて高血圧予防に取組みましょう！

６０歳の部に出場した森山慶士さん

選手宣誓を行う白石隼人さん

10広報いつき1月号2023.1



　１１月２７日、五木中学校文化祭が開催されました。
　生徒たちが作成したオープニングムービーを皮切り
に、各学年が総合学習で学んだことを踏まえた劇や全学
年による五木の子守唄等の披露がありました。
　また、会場の後方には生徒たちが作った縄文土器を
はじめ、生徒みんなで取り組んだ焼き畑体験学習の写真
や美術作品等の素晴らしい作品に来場者の皆さんは見
入っていました。
　午後からは水俣病資料館の語り部である杉本肇氏に
よる水俣病についての講話や杉本氏率いるやうちブラ
ザーズによるコンサートが行われ会場は大いに盛り上が
りました。

　11月29日、五木東小学校体育館で「元気いっぱい
　笑顔あふれる　五木源フェスタ」のスローガンのもと
五木源ふれあいフェスティバルが開催されました。工
夫を凝らした各学年の児童による学習発表や英語によ
る歌などが披露され、会場から大きな拍手が送られま
した。
　午後からは東分館によるふれあい交流体験が行わ
れ、児童たちは親子で椅子づくりを体験しました。

子守唄などの素晴らしい合唱でした

杉本氏の話を真剣に聞き入ってました 福祉体験等の劇の披露がありました

上手に椅子ができました

五木中学校文化祭

五木源ふれあいフェスティバル

パウエル先生と一緒に英語を披露しました 風の子守唄を合唱
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むらのできごとむらのできごと

シルバー人材センターボランティア活動

　10月1９日、「シルバーの日」の一環として、シ
ルバー人材センターの会員の皆さんが道の駅周
辺の除草作業を行われました。当日は、多くの
会員の皆さんが草刈り機や手作業で丁寧に作
業を行われ、辺りは見違えるほどきれいになりま
した。

お世話になりました

除草作業の様子

□□□□□□□□□□□□□

　１１月６日、五木の秋祭りにあわせて、五木村のありのままの風景を楽しみながら歩くフットパスが開催され
ました。五木村グリーンツーリズム研究会（溝口小夜子会長）主催で、秋祭り会場である子守唄公園をスター
ト・ゴールに、ダム水没予定地周辺エリアを歩きました。
　当日は村外から１９名の参加があり、コース途中では、地元の食材を使ったおやつも提供され、参加者の皆
さんは、歩きと温かなおもてなしを満喫されました。今後も五木村グリーンツーリズム研究会では、村内各地
でフットパスイベントを予定しており、地域の魅力の発信や活性化につなげていく取組みを行っていきます。

～ダム水没予定地周辺を散策～
秋の五木フットパス開催

川辺川沿いを歩く参加者の皆さん 休憩地点では、美味しいおやつのおもてなしもありました

秋季防火パレード

　１１月９日、五木村消防団と人吉下球磨消防
組合北分署合同で秋季防火パレードが行われ
ました。
　全国一斉秋の火災予防運動期間中の取組み
の1つとして、火災予防の普及啓発を図るため
に毎年行われています。
　これからストーブなど暖房器具の利用が増
え、火災が多くなる季節となります。就寝前に
火元の確認を行うなど、五木村から火災が発生
しないよう一人ひとりが注意するよう心がけま
しょう。

ポンプ積載車によるパレードの様子
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村からのお知らせ

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 ダム対策課　TEL：37－2212　（IP：2211）お問い合わせ先

建設課　TEL：37－2017　（IP：2247）お問い合わせ先

台風１４号による道路規制状況について

　国土利用計画法により、10,000㎡以上の土地の取引（売買契約など）を行った際は、原則契約締結日から２
週間以内に土地売買等届出書を役場に提出する義務が生じます。
　該当する土地取引が生じた際は、以下の提出物をご準備いただきダム対策課までお越しいただきますようお
願いいたします。

・土地売買等届出書 ３部 (熊本県のホームページから様式を印刷してご利用ください。)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※熊本県庁のURL(pref.kumamoto.jp)
・土地売買等の契約書の写し又はこれに代わるその他の書類２部
・土地の位置を明らかにした地形図２部
　（例）：国土地理院発行の地形図、市町村管内図など
・土地及びその他の近況を明らかにした図面２部
　（例）：住宅地図など
・土地の形状を明らかにした図面２部
　（例）：公図、実測図など
・その他必要に応じて委任状など

Itsuki VillageNews

01

Itsuki VillageNews

02 国土利用計画法に基づく土地売買等届出について

★届出の対象となる３つの要件
　1.　権利の受け渡しの有無
　2.　対価性の有無
　3.　契約を結んでいるか
上の３つの要件を全て満たした場合、
届出の対象となる場合があります。

種別 路線名 規制内容 被災状況 場所 う回路

【村道】

① 白蔵線 全面通行止め 山腹崩壊・路肩決壊 村道白蔵線起点から３．０ｋｍ先 無
② 入鴨線 ２t 車以上通行止め 路肩決壊 村道入鴨線起点から１．２ｋｍ先 無
③ 川辺川線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．０ｋｍ先・他５箇所 無
④ 瀬目葛の八重線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．５ｋｍ先・他１箇所 無
⑤ 小川支線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から０．３ｋｍ先 無
⑥ 横手線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 村道起点から１．５ｋｍ先 無

【林道】

① 菊池・人吉線 全面通行止め 法面崩壊 高塚山登山口から泉五木トンネル区間 無
② 日当線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
③ 鴦山線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
④ 相良五木線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑤ 八重線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑥ 入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑦ 裾川線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑧ 下入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

令和４年１２月末時点

※詳細については建設課へお尋ねください。また、復旧工事については、国県と協議しながら実施していきます。
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保健だより1・2月号

　「新規で参加したい」「また始めようかな」という方、ぜひ気軽にご参加ください！
送迎も行っていますので、ご希望の方は保健福祉課にご連絡ください。

介護予防の体操やレクリエーション、健康相談を行います。一緒に楽しく体を動かしましょう♪

パズルやゲームで脳を鍛える認知症予防の教室です。物忘れが気になる方におすすめです！

乳幼児健診のお知らせ
期　日 受付時間（午後） 場所 対象者

1月６日㈮
2月３日㈮ 1：30～2：00 保健センター 3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは中止する場合があります。

お問い合わせ先：保健福祉課 TEL：37－2214 （IP：2214）

不安やストレスのお悩みについて、ご心配な方や家族、気軽にご相談ください。

介護予防教室

★脳いきいき教室の日程

★げんぞう会の日程 ※参加対象：要介護認定されていない65歳以上の方

場 所 三  浦 下梶原 頭  地 瀬  目 宮  園 平沢津 小  鶴 平  瀬

1月 17日・31日
（火）

10日・24日
（火）

19日
（木）

12日・26日
（木）

2月 14日
（火）

7日・28日
（火）

 2日・16日
（木）

9日
（木）

時 間
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

午前 10:00〜11：30　　　　午後1：45〜３：15

場　所 保健センター 宮園交流館
時　間 受付／午前9：30～　開始／午前10：00～ 受付／午後1：00～　開始／午後1：30～
1月 １１日・１８日・２５日　（水）
2月 １日・８日・１５日・２２日　（水）

人吉保健所　精神保健相談 五木村　こころの健康相談
精神科医が相談を受けます。 臨床心理士が相談を受けます。

【1月】1月12日（木）人吉保健所
　　　  1月27日（金）多良木町多目的研修センター
【2月】2月 9日（木）　  
　　　  2月24日（金）
完全予約制です。事前に保健所まで連絡してください。

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みや病の対応等
【1月】1月26日（木）

◎相談内容の秘密は固く守られます。
◎希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

お問い合わせ先
人吉保健所保健予防課（TEL：２２－５２８９）

お問い合わせ先
保健福祉課（TEL：３７－２２１４ （IP：２２１４））

こころの健康相談（相談無料）

人吉保健所
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【１日に体に必要な水分は？】
　１日約２．５ℓの水分が失われるため、同じ程度の量の水分を食事や飲み物からとる必要があります。
飲む物でとる量としては１日に１ℓ〜１．５ℓ（リットル）必要です。
　　　　　　 < １日にとる水分の必要量 > 　　　　　　　　    < １日に失う水分量 >
　　　　　　

【冬の水分補給は病気を予防します！】
①  風邪予防： 冬は風邪や胃腸炎を起こしやすい季節です。ウイルスは乾燥した環境の中で活発に働きます。

水分補給は鼻や喉の粘膜をうるおしてウイルスの侵入を防ぐとともに、風邪で起こる発熱や
食欲低下、下痢による脱水を防ぐ効果があります。

② 脳卒中・心筋梗塞の予防： 冬は脳卒中や心筋梗塞の発生が増えます。寒さで血圧が上がることも原因で
すが、水分を積 極的にとらない冬は、血がドロドロの状態になりやすく、血
管がつまって脳卒中や心筋梗塞につながります。

③ 二日酔い予防： お酒を飲むとアルコールの利尿作用で脱水が起こりやすくなります。　　　　　　　　
飲みすぎは控え、お酒の間に水をこまめに飲むと悪酔いを防ぐことができます。

【冬でも水分補給を忘れずに】
・ 部屋を加湿する。
　湿度を５０～６０％に保つと、ウイルスが活動しにくくなります。
　加湿器の使用や、濡れたタオルを干すなど、部屋の乾燥を予防しましょう。
・水分をこまめにとる。
　冷たい物が飲みにくいときには、温かい飲み物を飲みましょう。
　また、水分量の多い緑黄色野菜や果物を食べることで、効率的に水分が補給できます。

熊本県内では感染者が増加しています。
マスク着用と手指の消毒で、感染予防を続けましょう。

《お問い合わせ先一覧》

新型コロナウイルス感染症について

今回のテーマ　「冬も水分補給をしましょう」

◎五木村のワクチンに関すること
☎ 37-2218　もしくは、37-2283　受付時間：8時30分～17時30分（月～金曜日のみ）

◎「もしかして、コロナかな？」と思ったら
① まずは、身近な医療機関やかかりつけの医療機関に電話で相談してください。
② かかりつけの医療機関がなく相談する医療機関がわからない場合
　 球磨地域受診・案内センター　☎ ０８０－２１０２－２６２０
　  熊本県受診・案内センター　　　 ☎ ０５７０－０９６－５６７
　  熊本県新型コロナウイルス感染症専用相談窓口　☎ ０９６－３００－５９０９　（２４時間対応）

　夏はこまめに水分補給をしますが、冬は汗をかく事が少なく、喉のかわきを
感じにくくなります。そのため夏に比べ、冬は水分補給が少なくなりがちです。
また、暖房の使用で体が乾燥しやすくなるため、冬の脱水にも注意が必要です。

★脱水のサインをチェック □ 
□ 体がだるい    □ 皮ふ・爪が乾燥している
□ 尿の色が濃い □ 口の中の粘り気が強くなる

合計
約２．５ℓ

食事 約１ℓ
飲み物 約 1ℓ～１．５ℓ
体が作る水分 約０.３ℓ

呼吸・汗 約０．９ℓ

尿・便 約１．６ℓ

「手の甲をつまんでもすぐ
元に戻らない」、「爪を押
して白からピンクに戻る
のが、３秒以上かかる」と、
脱水が疑われます。
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 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

Itsuki VillageNews

03新しい民生委員・児童委員を紹介します。
 　１２月１日付けで厚生労働大臣及び熊本県知事より委嘱（任期３年）を受けた、
民生委員・児童委員の皆さんを紹介します。今回、9 名の方が再任され 1 名の方
が交代されました。
　民生委員・児童委員は、社会福祉の増進のため、それぞれの担当地区の身近
な相談相手となり、支援をする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役として活動
しています。
　困りごと・悩みごとは、担当の民生委員・児童委員にお気軽にご相談下さい。

役　職 氏　　　名 地　　　域
会　長 石田　義幸さん 下梶原 ( 日当・白蔵・裾川 )
副会長 辻　　篤子さん 主任児童委員
委　員 平野　安美さん 瀬目・野々脇・宮目木・葛の八重・大平・下谷
委　員 土屋　富子さん 頭地・掛橋・高野・九折瀬・八原
委　員 西　　啓子さん 竹の川・梶原・小原・入鴨
委　員 嶽坂幸太郎さん 宮園・松尾野・穂揚枝・白水
委　員 大俣　秋代さん 平野・西谷・八重・栗鶴
委　員 ※中村　巧さん 平沢津・子別峠　
委　員 山本三千代さん 下平瀬・上平瀬
委　員 下内　泰臣さん 小鶴・中村・山口・内谷・出ル羽・白岩戸

（※新任）

民生委員・児童委員の方

下内 泰臣さん

平野 安美さん

中村 巧さん

石田 義幸さん 土屋 富子さん 西 啓子さん

大俣 秋代さん

辻 篤子さん

山本 三千代さん嶽坂 幸太郎さん

　今回、退任された上原宇一郎さんは、長年に
わたり地域福祉の向上に、ご尽力いただきまし
た。大変ありがとうございました。

退任される上原 宇一郎さん
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 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

　高齢者に対する特殊詐欺等による被害を未然に防止する取組みとして、迷惑電話防止機能を有する機械（電話
機・交換機）を購入する世帯に対して補助を行います。
 　迷惑電話などお困りで対策機械の購入をご検討されている場合は、是非ご相談ください。
◆補助対象者　
　（１）年度内において、満６５歳以上の者。
　（２）五木村に住所を有し、機械を設置使用する住宅に居住している者。
　（３）高齢者で単身世帯の者、高齢者のみで構成される世帯の者、
　　　日中、住居に高齢者のみとなることが常態である世帯の者。
　（４）申請時に村税の他、村に納める利用料等の滞納が無い者。
◆対象となる電話機器等　
　　電話機の呼出音が鳴る前に、当該電話機の電話番号に架電した者に対し、自動で通話内容を録音する旨の　
　メッセージを流した後に通話内容を録音する機能を有する固定電話機、又は、固定電話に接続する機器
◆補助金の額　
　　電話機器等の購入金額の１／２とし、補助金の限度額は７，０００円

令和５年度　保育園児募集について
Itsuki VillageNews

04

Itsuki VillageNews

05 五木村特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助事業

【 入 所 対 象 児 】　村内に居住する満０歳から小学校就学前まで　　　　　　　　　　　
【申込書設置場所】　いつき保育園・五木村社会福祉協議会・保健福祉課 
【入所申込期間】　令和５年１月４日（水）～１月３１日（火）
　　　　　　　　　（この他にも随時入所を受付けております。）

【 受 付 場 所 】　五木村役場　保健福祉課
　　　　　　　　　（事前に電話をして来てください。）　　

【 受 付 時 間 】　月～金曜日　午前８時30分～午後５時１５分
　※令和４年度受付分より世帯全員分のマイナンバーが必要となります。
　※現在入園されている方は、現況届兼施設利用申込書を提出下さい。
詳細は下記までお尋ね下さい。

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

Itsuki VillageNews

06 国民健康保険医療費の状況について
～令和4年９月・１０月診療分～

9月 10月
件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減 件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減

入　　院 7 1,843,920 円 －73.33％ － 5,071,116 6 1,870,100 円 ＋1.42％ 26,180
外　　来 257 2,775,555 円 －2.95％ － 84,482 264 2,501,019 円 －9.89％ － 274,536
調　　剤 107 2,525,160 円 ＋31.92％ 610,943 118 739,830 円 －70.70％ － 1,785,330

食事・生活療養費 − 150,736 円 －7.00％ － 11,354 − 153,370 円 ＋1.75％ 2,634
その他療養費 4 11,888 円 ＋30.75％ 2,796 2 9,770 円 －17.82％ － 2,118

合　　計 370 7,307,259 円 －38.39％ － 4,553,213 390 5,274,089 円 －27.82％ － 2,033,170

国保被保険者数 １人あたり保険者負担額（月額） 前月比
9 月 241 人 30,321 円 ー37.88％

10 月 240 人 21,975 円 ー27.52％

９月、１０月の医療費は８月に比べて大幅に減少しています。
今後も医療費の節約のため、日々の健康管理やジェネリック医薬品の活用にご協力をお願いします。
寒くなってきましたが、健康管理に留意し、年末年始も健康に過ごしましょう。
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Itsuki VillageNews

07八代年金事務所・年金出張相談（1・２月）
　年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合もありま

すので、必ず予約をしてください。

1月
場所 人吉市役所　１階相談室 錦町社会福祉協議会

（温泉センター） 多良木町役場

日時 １６日（月）２３日（月）・
３０日（月） １１日（水）・２５日（水） ４日（水）・１８日（水）

2月
場所 人吉市役所　１階相談室 錦町社会福祉協議会

（温泉センター） 多良木町役場

日時 ６日（月）・１３日（月）・
２０日（月）・２７日（月） ８日（水）・２２日（水） １日（水）・１５日（水）

相談時間 午前9時30分～午後4時45分 午前９時～午後５時

【予約先】　八代年金事務所　お客様相談室　☎ ０９６５－３５－６１２３　自動音声①→②
※その他不明な点は　五木村役場　住民税務課　☎ ３７－２２１３（IP：2214） まで

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなっ
たときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　２０歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

☑将来の大きな支えになります！
　　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　�　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保
障されます。

☑老後のためだけのものではありません！
　�　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者
が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や
「子」）が受け取れます。
☑「学生納付特例制度」
　�　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
保険料の納付が猶予される制度です。
　�　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の
日本分校に在学する方です。

☑「納付猶予制度」
　�　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の
場合に国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

～新成人の皆さんへ～　20歳になったら国民年金

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

「
納
付
猶
予
制
度
」　
　
　

保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。
また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。
国民年金のご相談・お手続きは、市区町村または年金事務所までお問い合わせください。
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　「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」の電子データを、マイナポータルの「お知らせ」で受け
取れる電子送付サービスを開始しました。令和５年１月からは、受け取った電子サービスを国税庁
の提供するe-Tax等に取り込むことができ、簡単に確定申告や年末調整ができます。
　詳しくは、日本年金機構のホームページをご確認ください。

 ～e-Taxでの確定申告等が簡単に利用できるように、
「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」の電子送
付サービスを開始しました～

Itsuki VillageNews

08 人権啓発標語入賞者発表
　昨年募集しておりました、令和４年度五木村人権啓発標語について下記の方々が入賞されました。尚、特選
に選ばれた作品につきましては、ポスターを制作し村内において掲示して、人権意識の高揚に努めます。

〈五木村人権啓発標語入賞者〉
  小学生の部　

　特選　「差別ない　優しい心の　五木村」　五木東小６年　淀川幸愛さん
　入選　淀川颯天さん・山村星夏さん・豊永菜々美さん

  中学生の部　

　特選　「認め合い　一人一人の　多様性」　五木中１年　永井愛結さん
　入選　黒木瞳子さん・森下彩香さん・大岩愛華さん

  高校生の部　

　特選　「合（愛）言葉　みんなが主役の　やさしい輪」　人吉高校五木分校１年　中村到舞さん
　入選　西こももさん・宮原彩華さん・渡辺飛輝さん

  一般の部　
　特選　「語り合う　差別の教育　家庭から」　会社員　坂本祐樹さん
　入選　東 友美さん・松永利至子さん

 教育委員会　TEL：37－2266　（IP：2266）お問い合わせ先

教育長から表彰状を授与される坂本さん
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個
人
住
民
税
申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
㈭
か
ら
３
月
15
日
㈬
ま
で
で
す

Itsuki VillageNews

09令和５年　個人住民税申告について
　令和５年１月１日現在で五木村に住所がある方は、令和４年中（2022年中）の収入について個人住民
税の申告が必要となります。
　個人住民税の申告をしないと国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料等の適正な算定
や所得証明書等の税務証明の発行ができなくなります。
　申告会場及び日程等につきましては、別途、通知いたします。

　申告が必要な方
　　・収入が無かった方（村内に住所がある者の扶養となっている方を除く）
　　・営業、農業、配当等の所得があった方
　　・給与所得者でその他の収入があった方
　　・日雇い、パート、アルバイトなどの収入があった方
　　・退職し、再就職していない方（年末調整が未済で控除等の追加がある方）
　　・公的年金受給者で社会保険料等の控除を受ける方や他の収入があった方
　　・遺族年金や障害年金等の非課税年金のみを受給していた方、雇用保険のみを受給していた方

　申告の必要のない方
　　・所得が給与所得のみで年末調整を済まされた方
　　・収入が公的年金のみで所得控除の必要のない方
　　・税務署に所得税の確定申告を提出された方
　　・収入がなかった方のうち五木村に住所がある親族の扶養となっている方

　申告に必要なもの
　　・ 本人確認書類（例　マイナンバーカードまたは通知カード等の「番号確認書類」と運転免許証・

健康保険証等の「身元確認書類」）
　　・源泉徴収票、社会保険料等の払込証明書、医療機関の領収書や支払証明書等
　　・事業所得がある方は、帳簿や決算書、領収書等の収支内訳を確認できるもの

 住民税務課　TEL：37－2213　（IP：2214）お問い合わせ先
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村からのお知らせ

INFORMATION

村からのお知らせ

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

Itsuki VillageNews

10
マイナポイント第２弾の申し込み期限は
２０２３年２月末までです。

　キャッシュレス決済サービスなどに最大２万円分のお買い物に使えるポイントが付与される「マイ
ナポイント第２弾」について、ポイントの申し込み期限が２０２３年２月末までとなっています。既に
カードを取得済みの方で、ポイント付与を希望される方は、早めのお申し込みをお願いします。また、
２０２２年１２月末までにカードを申請したものの、まだカードをお持ちでない方についても、ポイント
付与の対象となりますので、カードが届き次第、期限内のお申込みをお願いします。なお、村では、マイナ
ポイントに関する申込手続き（健康保険証利用申込・公金受取口座登録・キャッシュレス決済サービスへ
のポイント登録等）のサポートもしていますので、是非、下記までお問合せください。
詳しいお申込みは、　マイナポイント　申込　で検索。

県
内
の
消
防
本
部
及
び
熊
本

県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局
消

防
保
安
課
に
12
月
13
日（
火
）

以
降
配
置
し
ま
す
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11

番
４
号

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
０
９
６-

３
６
４-

５
０
０
５

　

２
月
19
日（
日
）、
熊
本
市
内

に
お
い
て
、「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

２
０
２
３
」（
第
10
回
大
会
）が
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
会
当
日
は
、長

時
間
に
わ
た
り
大
規
模
な
交
通
規

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
沿
線
以
外
の
通
行
可

能
な
道
路
に
お
い
て
も
、か
な
り

の
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、県
内
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
さ
れ
る「
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
２
０
２
３
」の
開
催
に
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、特
に
熊
本
市
内
へ
お
出

か
け
の
際
に
は
、マ
イ
カ
ー
の
使

用
を
ひ
か
え
、公
共
交
通
機
関
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
２

月
19
日（
日
）は
、ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

交
通
規
制
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（h
t

t
p

s
:

/
/

w
w

w
.

kum
am

otojyo-m
arathon.jp

）

※
郵
便
物
や
宅
配
便
な
ど
が
遅
れ

て
届
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

事
務
局

☎
０
９
６-

３
２
８-

２
３
７
３

　

県
で
は
、人
吉
・
球
磨
地
域
の
人

材
確
保
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
た
め
、

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ

（
球
磨
地
域
振
興
局
３
階
）の
体
制

を
強
化
し
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労

相
談
窓
口
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

求
職
中
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、採

用
活
動
中
の
事
業
所
も
無
料
で
利

用
可
能
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
開
所
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

○
定
休
日

　

�

土
日
祝
日
、年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

○
出
前
相
談
会
開
催
日

　

１
月
11
・
31
日

　
　

湯
前
駅
レ
ー
ル
ウ
ィ
ン
グ

　

１
月
13
日

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口
を

ご
存
じ
で
す
か
？

２
月
19
日（
日
）は「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

２
０
２
３
」が
開
催
さ
れ
ま
す
！　

交
通
規
制
と
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

お
知
ら
せ

試験の種類 試験日 願書受付期間 試験地

甲種全類
乙種全類

令和５年
３月１９日（日）

書面

申請

令和５年
１月１２日（木）
   ～１９日（木）

熊本市

電子

申請

令和５年
１月９日（月）
 ～１６日（月）

住民税務課　TEL：37－2213（IP：2214）お問い合わせ先

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、令

和
４
年
度
第
３
回
消
防
設
備
士

試
験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

１　

試
験
日
及
び
願
書
受
付
期
間
等

※　

�

詳
し
く
は
、試
験
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

２　

願
書
等
の
配
置
場
所

　

�　

受
験
願
書
・
試
験
案
内
等

は
、消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
、熊
本
市
消
防
局
、

消
防
設
備
士
試
験
案
内

マイナポイント付与あり
（2023 年 2 月末までの手続きをお願いします。）

マイナポイント付与なし

いいえ

はい
マイナンバーカードを
既に持っている

いいえ

はい

マイナンバーカードを
2022 年 12 月末までに申請

している。
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個
人
住
民
税
申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
㈭
か
ら
３
月
15
日
㈬
ま
で
で
す

せ
に
つ
い
て
は
、専
用
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。
ま
た
、

お
問
合
せ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
電

話
を
転
送
し
、職
員
等
が
お
答
え

し
ま
す
。

　

な
お
、お
か
け
い
た
だ
く
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
、つ
な
が
り
に
く

い
場
合
や
少
々
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
以
外
の
国

税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
、

「
熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自

動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、「
１
」番
を
選
択
し
て

い
た
だ
く
と
、熊
本
国
税
局
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

人
吉
税
務
署

（
☎
０
９
６
６-

２
３-

２
３
１
１
）

※
自
動
音
声
案
内「
０
」

　

凧
揚
げ
の
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、感
電
事
故
防
止
の
た
め
、電
線

付
近
で
凧
揚
げ
を
行
っ
た
り
、電

柱
や
鉄
塔
に
昇
っ
た
り
し
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、万
が
一
凧
が
電
線
に
架

か
っ
た
場
合
は
、自
分
で
取
ろ
う

と
せ
ず
、お
近
く
の
九
州
送
配
電

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社

人
吉
配
電
事
業
所

　

１
月
17
日

　
　
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　

１
月
26
日

　
　

多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
17
・
31
日
の
み
午
後
１
時
半
～
午

後
４
時
半
）　　
　
　
　

▼
お
問
合
わ
せ
先

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口

（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
）

☎
０
９
６
６-

２
２-

０
５
５
５

　

令
和
４
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、令
和
５
年
２
月
16
日（
木
）か

ら
令
和
５
年
３
月
15
日（
水
）ま
で
、

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
12
月
31
日
ま
で
の
課
税
期
間
に

お
け
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
期
間
は
、令
和
５
年

１
月
４
日（
水
）か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日（
金
）ま
で
、令
和
４
年
分

の
贈
与
税
の
申
告
期
間
は
、令
和

５
年
２
月
１
日（
水
）か
ら
令
和
５

年
３
月
15
日（
水
）ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、令
和
４
年
分
の
申
告
相

談
会
場
で
は
、混
雑
回
避
の
た
め
、

会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理

券
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。
入
場

整
理
券
の
配
付
状
況
に
応
じ
て
後

日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
は
、ス
マ
ホ
又
は

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」か
ら
、ご
自
宅
で

作
成
し
、ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
又
は
印
刷

し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(https://w

w
w
.nta.

go.jp/)
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、最

寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

人
吉
税
務
署

（
☎
０
９
６
６-
２
３-
２
３
１
１
）

※
自
動
音
声
案
内

　

熊
本
国
税
局
で
は
、令
和
５
年

１
月
16
日（
月
）か
ら
令
和
５
年

３
月
15
日（
水
）ま
で
の
間
、所
得

税
、消
費
税
及
び
贈
与
税
の
確
定

申
告
に
関
す
る
電
話
相
談
に
対

応
す
る
た
め
、「
確
定
申
告
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
て

い
た
だ
き
、音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て「
０
」番
を
選
択
し
た
後
、

ご
用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
。
相
談

会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の
お
問
合

☎
０
８
０
０-

７
７
７-

９
４
３
９

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
期

は
、輸
血
用
血
液
が
不
足
し
や
す

い
季
節
で
す
。

　

こ
の
た
め
、熊
本
県
で
は
１
月

～
２
月
の
２
か
月
間
、「
は
た
ち
」

の
若
者
を
中
心
に
、広
く
県
民
の

皆
様
に
対
し
て
献
血
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

特
に
若
い
人
た
ち
で
、献
血
を

し
た
こ
と
が
な
い
方
は
、是
非
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド「
人
吉
・
球
磨�

風
水
・
祈
り
の
浄
化
町
」の
メ
イ

ン
・
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
三み
か
づ
き
も
う
で

日
月
詣

を
開
催
し
ま
す
。
人
吉
城
は
別
名

三
日
月
の
城
と
も
言
い
ま
す
が
、

そ
の
由
来
と
な
っ
た「
霊
石
・
三

日
月
石
」を
祀
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

石
が
発
見
さ
れ
た
旧
暦
正
月
三
日

は
古
く
は
吉
日
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
吉
日
を
再
興
し
、水
害

復
興
や
コ
ロ
ナ
収
束
な
ど
を
祈
願

し
ま
す
。
吉
日
の
お
祝
い
と
し
て

人
吉
球
磨
全
体
で
食
・
体
験
な
ど

も
展
開
し
ま
す
。
三
日
月
石
に
ま

つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
三
日
月
石
祈
祷
会
】

○
期
日
：
令
和
5
年
１
月
24
日
㈫

○�

場
所
：
相
良
神
社（
人
吉
市
麓
町

３
５-

１
）、浄
心
寺（
球
磨
郡
湯

前
町
瀬
戸
口
５
６
１
７
）

○�

時
間�

　

�

相
良
神
社
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
、浄
心
寺
は
午
後
１
時
か
ら

【
三
日
月
詣
ウ
ィ
ー
ク
】

○�

期
日
：
令
和
5
年
１
月
24
日
㈫

～
29
日
㈰

○
場
所�

人
吉
球
磨
一
帯

▼
お
問
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
人
吉
球
磨
観
光
地

域
づ
く
り
協
議
会

（
☎
０
９
６
６-

４
９-

９
０
１
０
）  

▲
人
吉
・
球
磨
風
水
・
祈
り
の

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

 けんけつちゃん

 「はたちの献血」キャンペーン
～きっと誰かが、だったら私が　はたちの献血～

１月～２月は「はたちの献血」キャンペーンの期間です。
みんなで、献血の輪を広げましょう！

４００ｍＬ献血・成分献血にご協力ください。

ご協力を
お願いします！

「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
お
知
ら
せ

三
日
月
詣

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は

「
０
」番
、一
般
的
な
相
談
は「
１
」番
へ

九
州
電
力
送
配
電
か
ら
感
電
事
故

防
止
の
お
願
い
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INFORMATION

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

『
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
』登
録
者

募
集
中
！

動
物
か
ら
感
染
す
る
病
気
に

注
意
を
！

観
賞
用
植
物
の
誤
食
に

注
意
！

 

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動
ブ
ッ

ク
」で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
！

（
11
月
末
現
在
）

人
の
動
き

戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 6 7 0 3
女 3 3 0 7
計 9 10 0 10

（増減 -11）

人　口 982人
世帯数 481世帯

10月 16 日～ 12 月 15 日　届出分

　新年あけましておめでとうござい
ます。
　昨年は、約２年ぶりとなった五木の
祭りも開催され、大きな出来事も多数
ございました。抜粋したものを４頁
「五木村５大ニュース」に掲載してお
りますのでご覧ください。
　今年も五木村と村民の皆様にとっ
て、明るい年となりますことをご祈念
いたします。
　２０２３年も、五木村の様々な
ニュースを、広報紙をとおして皆様に
お伝えして参りますのでどうぞよろ
しくお願いいたします。

（吉松）

編集後記
【おくやみ】

佐藤　キクノさん （104歳）頭地

田山　賴子さん （84歳）竹の川

白石　正さん （74歳）出る羽

10月16日
10月31日
11 月 7 日

11月22日
【ご成婚】

菊地　一真さん（鹿児島県出水郡長島町）
阿部　早加さん（竹の川）

浄
化
町
サ
イ
ト(https://

hitoyoshifusui.com
/)

　

県
と
県
内
企
業
等
が
協
力
し
、

県
内
に
就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金

返
還
や
Ｕ
タ
ー
ン
費
用
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

　

現
在
、２
０
２
２
～
２
０
２
４

年
度
に
就
職
す
る
方
の
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
支
援
を
受
け

る
た
め
に
は
、就
職
内
定
前
に
あ

ら
か
じ
め
制
度
に
登
録
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

■
支
援
内
容

○
奨
学
金
返
還
支
援
額

　

最
大
４
５
６
万
円

○
赴
任
費
用
等
支
援
額

　

最
大　

50
万
円

▼
お
問
合
わ
せ
先

熊
本
県
庁
企
画
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
０
１
８ 

　

動
物
か
ら
人
に
感
染
す
る

様
々
な
病
気
が
あ
り
、健
康
な
動

物
で
も
そ
の
よ
う
な
病
原
体
を

持
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
、

過
剰
な
ふ
れ
あ
い
は
控
え
、動
物

に
触
っ
た
ら
手
洗
い
な
ど
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る

方
は
、ノ
ミ
な
ど
を
介
し
た
感
染

を
防
ぐ
た
め
に
、か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
で
寄
生
虫
の
駆
除
や
定

期
的
な
健
診
を
受
け
る
な
ど
、日

常
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

人
吉
保
健
所

☎
０
９
６
６-

２
２-
３
１
０
８

�

観
賞
用
植
物
に
は
食
べ
る
と
有

毒
な
も
の（
グ
ロ
リ
オ
サ
、ク
ワ
ズ

イ
モ
な
ど
）が
あ
り
、野
菜
と
誤
っ

て
食
べ
た
食
中
毒
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

◎�

野
菜
な
ど
の
食
用
植
物
と
一
緒

に
栽
培
し
な
い

◎�

食
用
と
し
て
植
え
た
覚
え
の
な

い
植
物
は
食
べ
な
い

◎�

子
ど
も
や
認
知
機
能
の
低
下
し

て
い
る
方
が
誤
っ
て
食
べ
な
い

よ
う
に
注
意
す
る

食
用
と
判
断
で
き
な
い
植
物
は

“
採
ら
な
い
！
食
べ
な
い
！
売
ら

な
い
！
人
に
あ
げ
な
い
！
”

▼
お
問
合
わ
せ
先

熊
本
県
庁
健
康
危
機
管
理
課

衛
生
環
境
室

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
２
４
７

��

県
で
は
、大
雨
や
猛
暑
日
の
増

加
な
ど
、気
候
変
動
の
要
因
と
さ

れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

向
け
、家
庭
で
実
践
し
て
い
た
だ

き
た
い
行
動
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果

を
ま
と
め
た「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行

動
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

県
庁
や
市
町
村
で
配
布
中
で

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、み
ん

な
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
取
組
み
ま

し
ょ
う
！

�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動
ブ
ッ
ク 

で

検
索
！

▼
お
問
合
わ
せ
先

熊
本
県
庁
環
境
立
県
推
進
課

☎
０
９
６-
３
３
３-

２
２
６
４
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広
報
い
つ
き
　1

月
号

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
https://w

w
w

.vill.itsuki.lg.jp
E-m

ail　
info@

itsuki.kum
am

oto.jp
発

行
日

／
令

和
５

年
１

月
１

日
発

行
／

五
木

村
役

場
編

　
集

／
総

務
課

　
印

刷
／

ソ
ー

ゴ
ー

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス

五木村公式
ライン
五木村の防災や
行政、観光、移住
に関するさまざ
まな情報を発信
します。

五木村公式
インスタグラム
五木村の見どこ
ろ、イベント、景
色などを紹介し
ます。

五木村公式
ツイッター
五木村の様々な
イベント情報を
発信します。

五木村公式
フェイスブック
五木村の最新情
報を発信します。

五木村役場　連絡先一覧
所 在 地：〒868-0201
　　　　　　　熊本県球磨郡五木村甲2672番地7
代表電話番号：37−2211（IP：2211）
代表FAX番号：37−2215
※IP電話、FAXが無い部署はそれぞれ代表番号を
　ご利用下さい。

人吉高校五木分校創立50周年を祝い、
五木村から目録贈呈

　10月25日、人吉高等学校五木分校創立
50周年記念式典を前に、木下村長から新村
教頭へ寄付金の目録が贈呈されました。当
校は、昭和47年4月に普通科全日制高校と
して開校。地域に根付いた学校として、これ
まで長い歴史を歩み、村内外の多くの生徒が
学び、卒業後は様々な分野でご活躍されてい
ます。
　今後も更なるご発展をお祈り申し上げます。

1
月
の
行
事
予
定

  4日㈬  成人式
  5日㈭   消防出初式
  6日㈮  行政相談（JAくま会議室）
10日㈫  小中学校始業式
15日㈰   五木村新春駅伝大会
20日㈮  行政相談（南地区集会室）

2
月
の
行
事
予
定

   3日㈮  行政相談（JAくま会議室）
   7日㈫  特設無料人権相談（宮園憩いの家）
   8日㈬  健康ふれあいビーチボールバレー
　　　　大会（五木村体育協会主催）
16日㈭〜3月15日㈬　住民税申告相談
 17日㈮  行政相談（三浦地区集会室）

※日程は変更となる場合がございます。

　今月の表紙は、「門松」の
１枚です。
　門松は、年神様を家に迎
え入れるための依り代や
目印の意味合いがあり、五
木村でも各家や学校など
に飾られ、良い年を迎え入
れるための暮れの風物詩
となっています。

今月の表紙

階 部署 直通電話 ＦＡＸ

１Ｆ

総務課 37-2211 37-2215
ダム対策課 37-2212 -
保健福祉課 37-2214 -
住民税務課 37-2213 -
会計室 37-2281 -
建設課 37-2017 -

産業振興課 37-2247 -

２Ｆ 教育委員会 37-2266 37-2267
議会事務局 37-2352 37-2352


